
様式第２号(事業別概要) No．　　　　

）

(単位：千円)

＜事業に関する説明＞

項   1．教育総務費                              細事業名   1．指導方法改善費

平成２２年度　一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
款   9．教育費                                  事 業 名   5．指導方法改善費

予算分析 臨時経費 継続事業 単独事業

目   3．教育研究指導費 担当課･係  指導課 （執行課： 指導課

一般財源

要 求 額 0 51,308 要　　求 51,308 

(歳　入) (歳　出) 財源内訳

決 定 額 決　　定

実
施
計
画
の
内
容

（実施計画における事業の概要） 施　　策 英知を伝え、心豊かに明日を育むまちづくり／学校で楽しく安心して学べるまちづくり／外国人を活用した英語の授業を

 【英語指導助手の配置に関する業務】 施策体系ｺｰﾄﾞ 03-02-01-30-20 事業番号 12-1

 英語教育及び小学校での外国語活動の充実を図るため，英語指導助手を 総事業費 242,448千円 事業期間 平成18年度～平成22年度

 小学校及び中学校に派遣する。
年度別事業費

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

47,785 47,785 47,785 47,785 51,308 

 

 （事業実施に関する根拠法令）

 

（事業の説明） （事業の目的） （事業の効果）

 中学校の英語教育及び小学校での外国語活動推進のためのＡＬＴ（  教師とＡＬＴによる英語指導及び外国語活動の実施により，英語の  小学校での国際理解やコミュニケーション能力の育成，中学校での

 英語指導助手）の派遣経費である。  基礎基本の徹底や国際理解教育の推進，コミュニケーション能力の  英語科の習熟度別・課題別学習の推進が図られる。

  育成を目指し，きめ細かい指導を行う。  

   

   

   

   

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

 小学校での外国語活動の導入が新学習指導要領において平成23年度   各小中学校からの要望も大きく，増員の配置が求められている。ま

 より完全実施となる。５，６年生において年間各３５時間実施する   た，今後，優秀なＡＬＴを採用することが大きな課題である。

 こととなり，中学校の英語教育と併せて，必要度は益々高くなる。   

 これからの学習指導においては，さらなる増員が必要である。   

   

   

   

(佐倉市）


